
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 「暑中お見舞い申し上げます」という季節を逃して、もう残暑。まだまだ真夏日が続きますが、 
宗像ではもう朝夕にヒグラシが鳴きはじめ、ツクツクホウシの声も聞かれるようになりました。 
ライチ便りの発行がすっかり遅くなっていますが、4月からの主な活動をまとめてご報告します。 
 
  
4 月 21 日 ライチ倶楽部の総会を行いました。もと福岡市副市長の渡

邊正光氏が会長に就任され、博多港ふ頭㈱の阪下進氏が副会

長に加わり、江頭和彦前会長二人目の特別顧問になりました。 
 
 
                                  新任の渡邊会長 

 
6 月 3 日 九州日中友好交流大会が開催され、ライチ倶楽部からも役員数名が参加しました。 

中国からの代表団に広州市外事弁公室劉宝春主任ほか 8 人も参加しており、劉主任は

壇上であいさつをしました。 
                          

7 月 1 日～5 日 第 8 回目の「ライチ狩り広州訪問」を実施。今年は福

岡市女性翼の会と広州市婦女連合会の“ゴミ減量３R”をテ

ーマとした交流も同時に行ったので、35 人の大型団となり

ました。 
                           女性交流→      
 
7 月 23 日 今年も広州の大学で日本語を専攻している 10 人の学生が、

釜山の学生と一緒に福岡の企業で実習するインターンシ

ップ交流が行われ、この日にライチ倶楽部として広州の 10
人を大宰府バスハイクに招待しました。夜には、ライチ狩

りで広州へ行ってきたばかりの会員たちの写真交換会に

合流して、日本料理とおしゃべりを楽しみました。     
   大宰府にて 

 
 今回は、はじめてライチ狩りに参加された「宗像植物友の会」の藤井えり子さんに感想文を 
お願いしたところ、植物への関心にあふれた一文をお寄せいただきましたので掲載します。 
どうぞご覧ください。 
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ライチ狩りと桂林漓江下りに参加して見た植物模様 

                           宗像植物友の会  藤井 えり子 

 

天気予報の心配とは裏腹に、雨の谷間を縫うように旅を

終えることが出来た。40数年前の広州と同じ蒸し暑い天気

であったが、高速道路や広州タワー、白雲山から眺める街

は、まさに近代都市そのものであった。バスから見える扁

桃路には所々マンゴーの黄色い実が成り、街路樹のガジュ

マル（榕樹）の垂れ下がった根や紅花羊蹄甲のピンクの花、

細長い豆が下がる鳳凰樹、公園にそびえ立つ大王椰子は、

ここが亜熱帯の広東であることを印象付けた。紫色の花を

つけた大葉紫薇（日本名；オオバナサルスベリ）は、中国は葉を、日本は花を大きいと名前に入

れ、枯れた花殻の姿は桐にも似ていた。 

  増城市郊外の村「樟洞抗」に向かうバスや桂林に向かう新幹線の窓から見た広東省の丘陵地

は、福岡の風景とは大きく異なり、若い林地が多かった。その理由を帰国後ネットで調べると、

“大躍進”に伴う乱伐の影響もあるらしく、第７次５ヶ年計画（1986～1990）により、用材林や

防護林としてユーカリ（漢語；按樹）、杉、松、竹が植林されたそうだ。ガイドによると、按樹は

人民幣の材料にもなるそうで、山上に白い樹肌が並んで立つ姿は、また頼もしくさえ見えた。何

気ない風景の一コマであったが、ここにも中国の歴史を感じた。 

「樟洞抗」で、広州市の木、木綿（パンヤノキ）を千葉さんから教えて頂いた。赤い花が咲き、

長楕円形の蒴果は熟すと五裂して綿花に覆われた多数の種子を散らすとのことだが、昔作ったク

ッションの中身も確かパンヤだった。ライチ狩りへの道は、初めて見る実の成った茘枝（ライチ）

の木で興奮したが、フトモモ科のような長い雄しべをつけた白い花が咲く木や黄皮果、竜眼の木、

木瓜（パパイヤ）の木、楠、等々も面白かった。 

今年の茘枝は例年になく不作とのこと。買い取った 1本の茘枝の木は瞬く間に裸にされ、“もぎ

たて生ライチ”は至福の味であった。これを毎年味わっている方々が数名いらっしゃるとは、な

んと贅沢なことか！ 参考までに、ライチ好きの友達からのメールでは、国内産ライチは岩田屋

では 1粒 200～300円、台湾産でも 60～70円だったそうだ。 

 

 桂林の街路樹は地名のごとく「キンモクセイの林」が多くみられ、秋

には桂花（キンモクセイの花）の甘い香りに包まれることが予感された。

VIP 待遇の桂林漓江下りは、羅漢果のお茶を頂きながら、予想通りの素

晴らしい風景であったし、船の中で中国人の親子連れに頂いた蓮子（レ

ンコンの実）の味は格別だった。色んなことをゆっくり味わいたい土地であった。  蓮子 

 

忙しいスケジュールの中、色々とご迷惑をかけてしまったが、中身の濃い 5 日間であった。皆

様に感謝！多謝，多謝！ 

 

                                               
＊当倶楽部のＨＰとブログを開設しました。標記のアドレスに是非アクセスして下さい。 

＊未納の方は、今年度会費の振込をお願いします。個人：5000 円 団体：一口 10000円です。 

＊会報を送付するのは電子メールが便利です。メールアドレスをお持ちの方は是非お知らせください。

連絡先： y-chiba@lychee-club.jp（ご注意：メールアドレスはこれだけになりました！）  


